
 

65 歳以上の高齢者のインフルエンザ予防接種を無償化 

（令和５年９月補正） 
 

市では、これまで一部自己負担で実施していた 65 歳以上の高齢者のインフル

エンザワクチン接種を今年度は、無償で実施します。 

新型コロナウイルス感染症が５類感染症となり、マスクの着用が個人の判断と

なったことや、海外との往来も再開したことで、冬場のインフルエンザウイルス

感染者数の増加が予想されます。また、新型コロナウイルス感染症との同時期流

行による高齢者の重症化予防および医療体制のひっ迫回避が求められます。 

このことから、重症化になりやすい高齢者に対して昨年に引き続き、接種費用

の無償化を行うことで、接種率向上を促し、同時期流行を抑止することで高齢者

の安全と安心を守ります。 

 

１ 従来の内容 

  65 歳、77 歳、88 歳は無料、その他の年齢の方は、自己負担 1,000 円で接種。 

生活保護受給者、非課税世帯に属する方は、接種費用免除。 

 

２ 今年度の内容 

 接種の対象 自己負担 市補助額 接種期間 

接種当日の年齢が 65歳以上 

（約 34,315人） 

無料 

 

5,390 円 

 

令和５年 10 月１日 

～ 令和６年１月 31 日 

 

 

※医療機関が 

 実施する期間 

60 歳以上 65 歳未満でヒト免

疫不全・心臓・腎臓・呼吸器

の疾患で身体障害者手帳１級

に該当する方  (約 56 人) 

  

３ 実施方法 

 ・対象者が指定医療機関に直接、接種の予約をします。医療機関で健康保険証 

などを提示することで、自己負担額が無料になります。 

・指定医療機関は、海老名市 59 カ所・厚木市 48 カ所・座間市 27 カ所・綾瀬市

16 カ所などで、市ホームページに掲載します。 

 

４ 補正予算 

  37,706 千円 

海老名市議会９月定例会に補正予算を上程予定です。  

 

◎この件に関するお問い合わせ 

海老名市保健福祉部地域包括ケア推進課 電話 046-235-4950 

令和５年８月 24 日 

市長定例記者会見資料 

保健福祉部地域包括ケア推進課 


